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基本チェックリストの確認：口腔関連3項目

生活機能評価：理学的検査

「口腔機能の向上」事業に該当する特定高齢者は以下の項目の
　いずれかに該当する者です
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Ⅱ 視診等により口腔内の衛生状態が不良である

Ⅲ 反復唾液嚥下テスト（RSST）が3回未満

歯や義歯の汚れ、舌苔の有無、口臭の有無など
いずれかに、下記写真のような汚れ等がある場合 ⇨ 問題あり or 不良

口腔内の汚れ 舌苔の付着義歯に付着した歯垢

蘆触診等で嚥下時の喉頭挙上を確認しながら
　30秒間で可能な空嚥下の回数を診査する

13　半年前に比べて固い物が食べにくくなりましたか
14　お茶や汁物等でむせることがありますか
15　口の渇きが気になりますか

〔参考文献〕厚生労働省： 口腔機能の向上マニュアル 2006.3
 介護予防のための生活機能評価に関するマニュアル 2005.12

Ⅰ 口腔関連3項目のうち2項目以上が該当する
Ⅱ 口腔衛生不良
Ⅲ 反復唾液嚥下テスト（RSST）が3回未満

Ⅰ 上記3項目のうち2項目以上が該当する者



基本チェックリスト

（口腔関連項目）

生活機能評価：理学的検査
における口腔関連の項目

13は咀嚼機能
14は嚥下機能
15は口腔衛生状態
　　　　　　にかかわる項目

蘆視診（口腔内を含む）
口腔内の衛生状態（歯垢・食物残渣の
有無による清潔度や舌苔の有無あるい
は口臭）のチェックを行う。
歯痛、義歯の不具合等の症状が明らか
な場合、本人の希望に応じ歯科診療の
受診を勧める。

蘆反復唾液嚥下テスト（RSST）
反復して空嚥下を指示し、30秒間に行
えた空嚥下の回数を記録する。測定
は、示指を舌骨相当部、中指を喉頭隆
起に当て触診によりカウントする。ロ
腔乾燥がある場合は少量の水等でロ腔
内を潤してもかまわない。高齢者の運
動機能と摂食・嚥下機能との関係に関
しては多くの報告がみられ、嚥下機能
と運動機能には密接な関係があること
がわかっており、この反復唾液嚥下テ
ストにおいても30秒間で3回未満の者
と、嚥下機能障害とでは相関があると
されている。

日本歯科医師会ホームページの介護
予防ビデオをご覧下さい。

13． 半年前に比べて固い物が
 食べにくくなりましたか

14． お茶や汁物等でむせるこ
 とがありますか

15． 口の渇きが気になりますか


